
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
５
月
13
日

付
で
、
竹
内
俊
之
さ
ん（
揖
龍
東
組
浄

蓮
寺
）
が
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
（
実
践
運
動
）」
兵
庫
教
区
委
員

会
委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
区
実
践
運
動
委
員
長
に

竹
内
俊
之
氏
が
再
任

竹内 俊之 さん
たけうち としゆき
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浄
土
真
宗

で
は
、
こ
の

世
の
命
を

終
え
る
と

き
「
お
浄
土

へ
帰
る
」
と
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。お
浄
土
は
ま
だ

行
っ
た
こ
と
の
な
い
世
界

な
の
に
、
な
ぜ「
行
く
」で
は

な
く
「
帰
る
」
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。◆
病
院
で
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

は
、
病
院
か
ら
初
め
て
家
へ

向
か
う
と
き
、「
お
う
ち
へ

帰
ろ
う
ね
」
と
迎
え
ら
れ
ま

す
。◆
初
め
て
の
場
所
で

も
、
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
「
帰
る
」
の
で

す
。◆
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
浄

土
も
同
じ
で
す
。阿
弥
陀
さ

ま
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

お
念
仏
と
な
っ
て
、
い
つ
も

私
に
は
た
ら
き
か
け
、「
一

緒
に
帰
ろ
う
ね
」
と
呼
び
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

◆
そ
こ
に
は
先
に
往
か
れ

た
懐
か
し
い
方
々
も
お
ら

れ
ま
す
。帰
り
を
願
わ
れ
、

待
っ
て
く
れ
て
い
る
場
所

が
あ
る
と
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
と
、
今
日
と
い
う
一
日

を
大
切
に
歩
ま
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
思
い
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

◆
帰
る
家
が
あ
る
っ
て
あ

っ
た
か
い
で
す
ね
。

阪
神
南
組 

浄
元
寺 

宏
林
晃
平

兵庫教区教務所
ホームページ

兵庫教区教務所
facebook

６
月
18
日
、
兵
庫
教
区

仏
教
婦
人
会
連
盟
大
会
が

神
戸
別
院
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
約
３
５
０
名
の
会

員
・
有
縁
の
方
々
が
参
加

し
た
。

大
会
で
は
、
仏
教
婦
人
会

総
連
盟
講
師
の
田
中
信
勝

氏
に
よ
る
記
念
講
話
が
行

わ
れ
た
。

記
念
講
話
で
は
、
仏
教

婦
人
会
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
や
今
日
的
な
役
割
、
そ

し
て
阿
弥
陀
如
来
の
み
心

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。参

加
者
は
熱
心
に
聴
聞
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
の
活
動

や
お
念
仏
の
生
活
を
あ
ら

た
め
て
見
つ
め
直
す
機
縁

と
な
っ
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
鹿
多
証
道
氏
に
よ
る

歌
唱
指
導
が
行
わ
れ
、
会
場

全
体
で
仏
教
讃
歌
を
歌
う

中
、
音
楽
を
通
し
て
み
教
え

に
親
し
む
ひ
と
と
き
と
な

っ
た
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が

念
仏
の
み
教
え
を
味
わ
い
、

仏
教
婦
人
会
活
動
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
か
め
る

大
会
と
な
っ
た
。

本
大
会
で
は
、
９
月
30
日

に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
第
47
回

西
本
願
寺
近
畿
地
区
仏
教

婦
人
会
大
会
に
つ
い
て
も

紹
介
さ
れ
た
。

近
畿
大
会
は
近
畿
六
教

区
の
会
員
が
一
堂
に
会
す

る
大
会
で
あ
り
、
本
年
は
兵

庫
教
区
が
担
当
教
区
と
し

て
開
催
す
る
。兵
庫
教
区
が

担
当
す
る
の
は
２
０
１
３

年
以
来
13
年
ぶ
り
と
な
る
。

大
会
テ
ー
マ
は
「
念
仏
に

生
か
さ
れ
る
よ
ろ
こ
び
を

行
動
へ
」。記
念
講
演
に
は

龍
谷
大
学
教
授
の
鍋
島
直

樹
氏
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

は
二
胡
奏
者
の
姜
暁
艶
氏

を
迎
え
る
。

近
畿
各
地
の
会
員
が
と

も
に
み
教
え
に
聞
き
、
交

流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
兵
庫
教
区
担
当

に
よ
る
13
年
ぶ
り
の
大
会

と
し
て
、
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
と
も

に
み
教
え
に
聞
く
尊
い
ご

縁
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
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近
畿
仏
婦
大
会
開
催
へ
向
け
機
運
高
ま
る

兵
庫
教
区
仏
婦
連
盟
大
会
に
３
５
０
名
が
集
う

神戸別院に仏婦会員約350名が一堂に会した

親
鸞
聖
人
の
師
弟
像

親
鸞
聖
人
の
同
朋
像

和
国
の
教
主
像

真
宗
歴
代
と

妙
好
人
の
祖
師
像

第
５
回

第
６
回

第
７
回

9
月
12
日 
㊏

10
月
10
日 

㊏

11
月
14
日 

㊏

二
〇
二
六
年
度

モ
ダ
ン
寺
土
曜
講
座

毎月
第2土曜の

お
問
合
せ

メ
ー
ル

０
７
８-

３
４
１-

５
９
４
９ （
神
戸
別
院
）

hyogo@
m
odan-t.or.jp

：：

※２０２6年は
第２土曜に変更となります

全
７
回

川添 泰伸 氏講 師
か わ そ え た い し ん

1949年5月  宮崎県出身
1977年3月　龍谷大学大学院文学
研究科真宗学専攻博士後期課程単
位取得満期退学
2018年3月　龍谷大学を定年退職
（現在、龍谷大学名誉教授）
専攻分野　 真宗学

2026（令和8）年9月30日（水）期 日 〈記念講演〉
鍋島 直樹さん（龍谷大学教授）

〈アトラクション〉
姜　 暁艶さん（二胡奏者）

【大　会】神戸ポートピアホール
【懇親会】神戸ポートピアホテル

会 場

講 師

各回1,000円
本願寺神戸別院場 所

参加費各回13：30～15：30
時 間

報
恩
講
法
要

秋
季
彼
岸
会

盂

蘭

盆

会

8
月
15
日

９
月
22
〜
24
日

11
月
26
〜
28
日

成
田
智
信

師

藤
浪
正
明

師

西
本
浩
二

師

東
京
教
区 

鎌
倉
組 
善
了
寺

滋
賀
教
区 

坂
田
組 

正
行
寺

本
願
寺
神
戸
別
院
輪
番

恒
例
法
要
一
覧

本
願
寺
神
戸
別
院

大
変
好
評
に
て

開
講
中
で
す
!!

大
変
好
評
に
て

開
講
中
で
す
!!

第４７回 西本願寺近畿地区 仏教婦人会大会
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常
行
三
昧
堂
は
阿
弥
陀
如
来
を

本
尊
と
す
る
お
堂
で
、『
般
舟
三
昧

経
』に
基
づ
く
常
行
三
昧
の
道
場
で

あ
る
こ
と
か
ら「
般
舟
三
昧
堂
」と

も
呼
ば
れ
、「
常
行
堂
」と
略
称
さ
れ

て
い
ま
す
。常
行
堂
は
、織
田
信
長

の
比
叡
山
焼
き
討
ち
ま
で
は
東
塔・

西
塔
・
横
川
の
三
塔
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

り
ま
し
た
が
、現
存
す
る
の
は
西
塔

の
常
行
堂
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
お
堂
は
焼
き
討
ち
後
の
文

禄
四
年（
一
五
九
五
）に
再
建
さ
れ
、

桃
山
時
代
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
建

築
の
遺
構
と
し
て
、国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。常
行
堂

は
、向
か
っ
て
右
側
に
同
じ
形
を
し

た
法
華
堂（
本
尊
は
普
賢
菩
薩
）と

渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
て
お
り
、か
つ

て
弁
慶
が
廊
下
に
肩
を
入
れ
て
両

堂
を
担
っ
た
と
の
言
い
伝
え
か
ら
、

「
に
な
い
堂
」と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
行
三
昧
と
は
、中
国
天
台
の
祖

で
あ
る
天
台
大
師
智
顗
の『
摩
訶
止

観
』に
説
か
れ
る
四
種
三
昧
の
う
ち

の
一
つ
で
、不
眠
・
不
休
・
不
臥
で
九

十
日
間
に
わ
た
っ
て
口
に
は
阿
弥

陀
仏
の
名
を
称
え
、心
に
は
仏
を
念

じ
つ
つ
、身
に
は
堂
内
を
行
道
す
る

修
行
で
す
。常
行
三
昧
は
、伝
教
大

師
最
澄
が
唐
か
ら
比
叡
山
に
伝
承

し
て
以
来
、千
二
百
年
を
経
た
現
在

も
比
叡
山
の
僧
侶
に
よ
っ
て
修
さ

れ
て
い
ま
す
。

常
行
堂
は
元
々
、常
行
三
昧
を
修

す
る
根
本
道
場
と
し
て
最
澄
に

よ
っ
て
建
立
が
計
画
さ
れ
ま
し
た

が
、最
澄
の
在
世
中
に
は
実
現
せ
ず
、

彼
の
遺
志
を
受
け
て
こ
れ
を
創
建

し
た
の
が
、弟
子
の
慈
覚
大
師
円
仁

で
し
た
。円
仁
は
唐
の
五
台
山
を
訪

れ
た
時
、竹
林
寺
で
か
つ
て
法
照
と

い
う
浄
土
教
者
が
始
修
し
た
五
会

念
仏
の
音
曲
を
学
び
、承
和
十
五
年

（
八
四
八
）に
帰
朝
し
て
こ
れ
を
比
叡

山
に
伝
え
、東
塔
の
大
講
堂
の
北
側

に
建
立
し
た
の
が
常
行
堂
の
始
ま

り
と
さ
れ
ま
す
。円
仁
は
、仁
寿
元

年（
八
五
一
）に
建
立
し
た
常
行
堂
に

お
い
て
、五
会
念
仏
を
初
め
て
弟
子

た
ち
に
伝
授
し
、円
仁
が
遷
化
し
た

翌
年
の
貞
観
七
年（
八
六
五
）に
、弟

子
の
相
応
和
尚
が
円
仁
の
遺
言
で

あ
っ
た
念
仏
法
会
を
始
め
ま
し
た
。

五
会
念
仏
と
は
、五
つ
の
音
階
と

節
を
付
け
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
あ
る

念
仏
で
、こ
れ
が
比
叡
山
で
韻
律
の

華
麗
な
念
仏
を
称
え
る「
不
断
念

仏
」の
起
源
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に

円
仁
は
、「
引
声
阿
弥
陀
経
」と
い
う

『
阿
弥
陀
経
』を
一
字
十
二
拍
で
称

え
る
音
曲
も
唐
か
ら
比
叡
山
に
伝

え
、こ
れ
ら
の
旋
律
豊
か
な
不
断
念

仏
が「
山
の
念
仏
」と
し
て
、後
に
叡

山
浄
土
教
の
興
隆
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
こ
の
流
れ

か
ら
、源
信
和
尚・法
然
聖
人・親
鸞

聖
人
と
い
っ
た
祖
師
方
を
輩
出
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

親
鸞
聖
人
は
比
叡
山
時
代
、「
堂

僧
」と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が

妻
・
恵
信
尼
公
の
お
手
紙
か
ら
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、今
日
の
研
究
に

よ
る
と「
堂
僧
」と
は
、常
行
堂
で
不

断
念
仏
を
お
こ
な
っ
て
い
た
声
明

僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。親
鸞
聖
人
が
不
断
念
仏
を
修
し

て
い
た
の
は
、か
つ
て
存
在
し
た
横

川
の
常
行
堂
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
が
、山
内
に
唯
一
残
る
西
塔
の

常
行
堂
は
、聖
人
が
青
年
期
を
過
ご

し
た
比
叡
山
で
の
歩
み
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
旧
跡
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

龍
谷
大
学・相
愛
大
学
講
師

阪
神
西
組 

信
行
寺
住
職

四
夷 

法
顕

し

い

ほ
う
け
ん

常
行
三
昧
堂

真宗とゆかりある比叡山のお堂
親鸞聖人はかつて20年間、比叡山で修学されていました。その比叡山には数多くのお堂がありますが、本連載では、特に浄土
真宗とゆかりがあるお堂をご紹介させていただきます。関わりを知ると、また違った視点からお参りできるかもしれませんよ。

共
生
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
た
。そ
の
後
、総
会
に
て

事
業
報
告
と
新
年
度
計
画
が
審

議
さ
れ
、懇
親
会
で
は
教
区
を
越

え
た
交
流
が
温
か
く
行
わ
れ
た
。

5
月
29
日
、本
願
寺
神
戸
別

院
を
会
場
に「
宗
務
の
中
期
計

画
及
び
財
政
改
革
に
関
す
る
説

明
会
」が
開
催
さ
れ
、教
区
内
寺

院
の
住
職
を
は
じ
め
教
区
関
係

者
が
出
席
し
た
。

説
明
会
で
は
、宗
派
が
策
定

し
た「
宗
務
の
中
期
計
画
」に
基

づ
く
今
後
の
宗
務
運
営
の
方
向

性
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、社
会
情
勢
や
宗
門
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
た
財
政
改
革
の
趣
旨
と
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

宗
派
で
は
、将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
宗
門
運
営
を
実
現
す

る
た
め
、財
政
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、そ
の

一
環
と
し
て
、宗
派
が
所
有
・
管

理
す
る
建
物
や
文
化
財
の
維
持

管
理
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

にない堂（左：常行堂、右：法華堂）
※堂内は非公開

５
月
11
日（
月
）邑
久
光
明
園

の
西
本
願
寺
会
館
に
て
降
誕
会

法
要
が
お
勤
ま
り
に
な
っ
た
。

ご
参
加
さ
れ
る
法
話
会
の

方
々
は
女
性
会
員
が
中
心
で
、

降
誕
会
の
他
に
春
秋
の
彼
岸
、

お
盆
、報
恩
講
を
お
勤
め
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
度
も
、会
場
で
あ
る
西

本
願
寺
会
館
を
お
荘
厳
し
、多

く
の
供
物
を
お
供
え
し
て
の
お

勤
ま
り
と
な
っ
た
。

参
加
者
減
少
傾
向
で
は
あ
る

が
、今
後
も
邑
久
光
明
園
で
の

各
種
ご
法
要
が
継
続
し
て
い
く

事
を
切
に
念
願
し
て
い
る
。

五
月
晴
れ
と
な
っ
た
５
月
24

日
（
日
）
、
本
願
寺
神
戸
別
院

「
宗
祖
降
誕
会
」
に
兵
庫
教
区

仏
教
青
年
連
盟
の
会
員
が
参
拝

し
た
。法
要
に
先
立
ち
仏
青
の

新
旧
委
員
長
に
よ
り
「
伝
供

（
て
ん
ぐ
）
」
が
行
わ
れ
、宗
祖

親
鸞
聖
人
に
お
餅
を
お
供
え
し

た
。法
要
中
は
会
員
が
焼
香
へ

と
進
み
、共
々
に
親
鸞
聖
人
の

誕
生
を
喜
ぶ
尊
い
ご
縁
と
な
っ

た
。法
要
後
に
は
総
会
・
懇
親
会

も
開
催
さ
れ
、大
学
生
か
ら
社

会
人
を
中
心
に
約
15
名
が
参
加

し
、終
始
賑
や
か
な
懇
親
会
と

な
っ
た
。中
に
は
恋
バ
ナ
に
花
を

咲
か
せ
る
会
員
も
・・・
。仏
教
青

年
連
盟
で
は
、共
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
る

の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

教
務
所
ま
で
ご
一
報
を
!!

5
月
26
日
、本
願
寺
伝
道
本

部
に
お
い
て
第
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員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。当

日
は
勤
行
に
続
き
総
長
挨
拶
や

助
成
金
伝
達
、標
語
採
用
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。研
修
会
で
は

金
光
敏（
キ
ム 

ク
ァ
ン
ミ
ン
）氏

が「
と
も
に
生
き
る
多
文
化
社

会
日
本
の
い
ま
〜
緩
や
か
な
紐

帯（
ち
ゅ
う
た
い
）を
広
げ
て
い
く

た
め
に
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
義
し
、

参
加
者
は
現
代
社
会
の
課
題
と

る
た
め
の
積
立
制
度
の
創
設
や
、

教
区
・
組
・
寺
院
に
対
す
る
各

種
助
成
制
度
の
見
直
し
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。ま

た
、令
和
8
年
度
予
算
で
は
、門

徒
講
懇
志
に
対
す
る
教
化
助
成

費
の
交
付
方
法
の
変
更
や
、新

た
な「
宗
派
活
動
助
成
費
」の
創

設
、建
物
積
立
金
の
計
上
な
ど
、

財
政
改
革
に
伴
う
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

出
席
者
は
、改
革
の
趣
旨
や

今
後
の
制
度
変
更
に
つ
い
て
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。助
成
制
度

の
見
直
し
な
ど
、教
区
・
組
・
寺

院
の
運
営
に
も
関
わ
る
内
容
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、会
場
で
は

真
剣
な
表
情
で
説
明
に
聞
き
入

る
姿
が
見
ら
れ
た
。宗
門
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
宗
門
運
営
を
実
現
す
る
た

め
の
改
革
と
し
て
、そ
の
必
要
性

と
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
機
会
と
な
っ
た
。

2
0
2
6
年
6
月
6
日（
土
）

本
願
寺
御
影
堂
に
て
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
保
育
連
盟
「
新
任
研
修

会
・
補
任
式
」が
開
催
さ
れ
た
。

内
容
は
、保
育
連
盟
加
盟
園

に
新
た
に
就
職
し
た
新
任
の
方
、

若
し
く
は
ま
だ
補
任
式
を
受
式

さ
れ
て
な
い
方
が
対
象
で
、毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
年
度
は
兵
庫
教
区
の
保
育

連
盟
加
盟
園
よ
り
23
名
も
の
参

加
が
あ
り
、聞
法
会
館
で
の
研

修
会
の
後
、参
加
者
は
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
、本
願
寺
御
影
堂

に
て
教
化
部
部
長
よ
り
補
任
状

を
受
け
と
っ
た
。

受
式
者
は
こ
の
補
任
式
を
通

じ
、「
ま
こ
と
の
保
育
者
」と
し
て

の
意
識
を
高
め
、今
後
の
保
育
に

生
か
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

6
月
9
日（
火
）、特
法
協
総

会
並
び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。総
会
で
は
、２
０
２
５
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、２
０
２
６

年
度
事
業
計
画
・
役
員
改
選
・
予

算
が
審
議
さ
れ
た
。総
会
に
引

続
き
勤
式
指
導
員
研
修
会
報

告
、研
修
会
が
行
わ
れ
た
。研
修

会
で
は
、本
願
寺
式
務
部
知
堂
・

本
山
法
式
儀
礼
研
究
所
儀
礼
専

門
員
の
橘
将
海
氏
よ
り「
本
願

寺
の
御
荘
厳
〜
御
供
物
を
中
心

に
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ

れ
、会
員
一
同
が
学
び
を
深
め
る

研
修
会
と
な
っ
た
。

6
月
14
日
・
15
日
、本
願
寺
に

お
い
て「
組
長
研
修
会
」が
開
催

さ
れ
た
。本
研
修
会
は
、教
団
が

教
区
・
組
と
い
う
単
位
で
構
成

さ
れ
る
中
で
、組
の
代
表
で
あ
る

組
長
が「
住
職
総
参
拝
」に
先
立

ち
、宗
門
の
中
期
計
画
や
財
政

改
革
、D
X
推
進
な
ど
今
後
の

宗
門
運
営
の
方
向
性
を
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。中
期
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に「
と
も
に
お
念
仏
申
す
身
と
な

る
」を
掲
げ
、伝
道
教
化
の
強
化

と
組
織
基
盤
の
整
備
が
示
さ
れ

た
。こ
の
日
は
第
3
回
で
あ
り
都

合
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
組
長

は
第
1
回
ま
た
は
第
2
回
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

邑
久
光
明
園  

降
誕
会
法
要

仏
教
青
年
連
盟

宗
祖
降
誕
会
参
拝

宗
務
の
中
期
計
画
及
び

財
政
改
革
に
関
す
る
説
明
会

特
別
法
務
員
協
議
会

総
会
並
び
に
研
修
会

２
０
２
６（
令
和
８
）年
度

「
組
長
研
修
会
」

保
育
新
任
研
修
会

『
本
年
二
月
十
九
日
付

で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の「
勧
学
」
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。身
に
余
る

光
栄
と
思
う
と
共
に
、

そ
の
重
責
に
身
心
と
も
に
引

き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。そ
の
後
、
五
月
二
十

八
日
の
親
授
式
を
経
て
、
六

月
二
十
四
日
に
は
神
戸
別
院

に
お
き
ま
し
て
記
念
講
演
会

を
開
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
直

後
に
は
場
所
を
変
え
て
祝
賀

会
ま
で
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。遠
路
お
越
し
い
た
だ

い
た
多
数
の
皆
さ
ま
方
よ
り

ご
祝
意
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

記
念
講
演
で
は
、「
臨
終
正

念
と
平
生
業
成
│
死
に
向
か

う
人
の
心
の
ケ
ア
と
看
取
り

の
心
が
ま
え
│
」
と
題
と
し

て
、
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
死
を
前

に
し
て
仏
教
は
何
を
説
い
て

き
た
の
か
、
そ
し
て
浄
土
真
宗

は
何
を
ど
の
よ
う
に
説
い
た
の

か
等
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た

し
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
は
、「
後
生
の一
大

事
」
に
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と

を
少
し
で
も
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
願
い
、
御
恩
報
謝
に
つ
と

め
て
い
く
所
存
で
す
。』

宗
門
の
最
高
学
階
・
勧

学
が
楠
淳
證
氏
（
出
石
組
福

成
寺
住
職
）
に
授
与
さ
れ
、

６
月
24
日
に
楠
勧
学
和
上
の

記
念
講
演
と
祝
賀
会
が
開

か
れ
た
。

当
日
は
宗
門
関
係
者
が
多

数
参
加
し
、
記
念
講
演
で
は

楠
和
上
に
よ
る
長
年
の
研
鑽

に
基
づ
く
真
宗
教
学
の一
端
が

披
露
さ
れ
た
。ま
た
、
祝
賀
会

で
は
出
席
者
よ
り
兵
庫
教
区

ひ
い
て
は
宗
門
の
真
宗
教
学

の
未
来
を
担
う
指
導
者
と
し

て
、
今
後
の
活
躍
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
楠
勧
学
和
上
よ

り
の
ご
挨
拶
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

楠
淳
證
氏

宗
門
の
最
高
学
階
・

勧
学
を
授
与
さ
れ
る近

畿
同
朋
運
動
推
進
協
議
会

第
66
回
総
会・会
員
研
修
会

教区の若い力も頑張っています‼

移民問題等への向き合い方について学んだ

補任状を授与され気持ちを新たに一同が学びを深めた

これからの宗門の課題に向き合う組長方

ZOOM接続でも多くの参加をいただいた

ご講演いただいた 楠勧学

は
ん
じ
ゅ
ざ
ん
ま
い

し
ょ
う
み
ょ
う

よ
か
わ

い
ん
ぜ
い

ち
ぎ

ご
え

じ
ょ
う
ぎ
ょ
う 

ざ
ん  

ま
い  

ど
う


